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さらに安心して住めるまちに
　

今
回
の
補
正
予
算
を

踏
ま
え
た
次
年
度
当
初
予

算
の
見
通
し
は
。

　

現
在
、
平
成
二
十
四

年
度
の
当
初
予
算
編
成
作

業
を
進
め
て
い
ま
す
が
、

歳
入
と
歳
出
の
乖
離
が
約

三
八
億
円
生
じ
て
い
ま

す
。
毎
年
度
、
財
政
調
整

基
金
か
ら
八
億
円
か
ら
一

〇
億
円
程
度
の
取
り
崩
し

に
よ
り
当
初
予
算
編
成
を

し
て
い
ま
す
が
、
今
後
の

健
全
財
政
の
観
点
か
ら
こ

の
繰
り
入
れ
は
で
き
る
限

り
抑
え
た
い
。

　

大
井
清
掃
セ
ン
タ
ー

が
廃
止
と
な
る
が
、
こ
の

施
策
に
よ
る
環
境
上
や
財

政
上
の
効
果
は
。

　

焼
却
す
る
際
に
発
生

す
る
Ｃ
Ｏ
２
の
発
生
量
を

一
七
％
削
減
で
き
る
こ
と
、

ま
た
、
施
設
管
理
経
費
な
ど

全
体
で
二
億
円
を
超
え
る

経
費
の
削
減
が
図
れ
ま
す
。

　

今
後
の
国
保
財
政
の

健
全
化
へ
の
見
通
し
に
つ

い
て
は
。

　

現
状
は
一
般
会
計
か

ら
の
繰
り
入
れ
に
よ
っ
て
、

収
支
均
衡
を
図
っ
て
い
る

状
態
で
す
。
持
続
可
能
な
制

度
と
し
て
継
続
し
て
い
く

た
め
、
健
全
化
計
画
を
策
定

し
、
少
し
で
も
一
般
会
計
か

ら
の
繰
り
入
れ
を
減
ら
す

努
力
を
し
て
い
き
ま
す
。

　

今
回
の
補
正
予
算
に

計
上
し
て
い
な
い
契
約
差

額
な
ど
、
こ
れ
ま
で
の
不

用
額
は
。
主
権
者
で
あ
る

市
民
に
透
明
性
の
高
い
財

政
運
営
に
す
べ
き
で
は
。

　

こ
こ
数
年
の
年
間
不

用
額
は
、
全
体
と
し
て
は

約
三
億
六
千
万
円
か
ら
七

億
六
千
万
円
と
幅
が
あ
り

ま
す
。
今
後
、
三
月
予
算

編
成
後
の
歳
入
歳
出
の
状

況
変
化
も
あ
る
の
で
、
現

時
点
で
見
込
む
の
は
難
し

い
で
す
。

　

大
井
清
掃
セ
ン
タ
ー

の
廃
止
に
つ
い
て
、
焼
却

炉
が
一
つ
に
な
る
こ
と
の

リ
ス
ク
管
理
に
問
題
は
な

い
の
か
。

　

故
障
等
で
焼
却
が
で

き
な
い
場
合
に
備
え
、
近

隣
自
治
体
へ
の
応
援
要
請

な
ど
の
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
体

制
の
構
築
に
努
め
ま
す
。

　

総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
の

指
定
管
理
者
制
度
へ
の
移
行

は
、
雑
居
ビ
ル
み
た
い
に
な

る
の
で
は
な
い
か
。
管
理
運

営
の
責
任
と
指
揮
命
令
系
統

は
ど
う
な
る
の
か
。

　

詳
細
に
つ
い
て
の
協

定
は
、
こ
れ
か
ら
指
定
管

理
者
と
具
体
的
に
協
議
し

て
決
め
ま
す
。

　

保
育
所
給
食
の
放
射

能
検
査
を
委
託
す
る
こ
と

に
な
っ
た
が
、
事
後
検
査

で
よ
い
の
か
。

　

国
等
の
取
り
組
み
に

よ
り
、
安
全
な
食
材
が
流

通
し
て
い
る
前
提
で
の
対

応
で
す
。

　

予
算
規
模
が
増
大
、

身
の
丈
に
合
っ
た
具
体
的

な
財
政
運
営
と
は
。

　

合
併
に
よ
る
特
例
措

置
が
、
平
成
三
十
三
年
度

に
は
な
く
な
り
ま
す
。
経

常
経
費
の
削
減
に
努
め
、

平
成
二
十
七
年
ま
で
に
行

政
経
営
戦
略
プ
ラ
ン
に
基

づ
き
、
事
業
の
取
捨
選
択

を
し
て
い
き
ま
す
。

　

一
般
会
計
か
ら
国
保

会
計
へ
の
法
定
外
繰
り
出

し
が
八
億
円
。
国
保
加
入

者
以
外
へ
の
理
解
を
ど
う

図
る
か
。

　

未
済
額
三
億
八
千
万

円
の
収
納
に
努
め
ま
す
。

　

特
定
検
診
の
受
診
率
・

指
導
率
と
も
に
県
内
一
位

で
、
医
療
費
削
減
の
効
果

を
期
待
し
て
い
ま
す
。
市

報
・
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
理

解
を
得
る
努
力
を
し
て
い

ま
す
。

　

ご
み
の
減
量
化
に
よ

り
、
大
井
清
掃
セ
ン
タ
ー

が
廃
止
と
な
る
。
今
後
の

土
地
利
用
を
ど
う
考
え
て

い
る
の
か
。

　

廃
止
後
は
、
施
設
全

体
の
各
種
調
査
等
を
計
画

的
に
実
施
し
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

　

大
井
総
合
福
祉
セ
ン

タ
ー
を
、
二
つ
の
指
定
管

理
に
す
る
こ
と
に
問
題
は

な
い
か
。

　

分
け
る
こ
と
で
、
分

野
の
専
門
性
を
よ
り
図
れ

ま
す
。
老
人
デ
イ
サ
ー
ビ

ス
は
介
護
報
酬
で
運
営
で

き
る
の
で
、
指
定
管
理
料

は
か
か
り
ま
せ
ん
。

　

災
害
時
に
要
援
護
者

を
支
援
す
る
た
め
の
施
策

は
。

　

現
在
、
災
害
時
個
別

支
援
シ
ス
テ
ム
に
は
、
自

力
避
難
が
困
難
と
す
る
五

二
六
名
の
方
が
登
録
し
て

お
り
、
そ
の
支
援
方
法
は
、

近
隣
の
方
を
中
心
に
一
人

の
要
援
護
者
に
対
し
、
三

人
の
支
援
者
を
充
て
る
こ

と
を
基
準
と
し
て
い
ま
す
。

今
回
は
そ
の
支
援
体
制
を

よ
り
充
足
さ
せ
よ
う
と
、

県
の
補
助
金
を
利
用
し
て

要
援
護
者
登
録
事
務
を

デ
ー
タ
化
す
る
た
め
に
、

補
正
予
算
を
計
上
し
ま
し

た
。

　

給
食
の
安
全
性
に
つ

い
て
の
保
護
者
の
方
の
関

心
は
、
原
発
事
故
の
発
生

以
来
、
非
常
に
高
い
も
の

が
あ
る
が
、
学
校
給
食
の

放
射
能
検
査
の
概
要
は
。

　

市
で
は
給
食
の
食
材

に
つ
い
て
は
、
国
や
県
が

放
射
線
測
定
を
実
施
し
安

全
と
さ
れ
た
も
の
を
使
用

し
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
一

月
か
ら
は
、
調
理
済
み
の

給
食
の
放
射
性
物
質
測
定

を
一
ヵ
月
ご
と
に
分
析
機

関
に
依
頼
し
、
結
果
を
市

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
表

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

平
成
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野 沢 裕 司

副議長逝去

　
十
二
月
議
会
で
は
、
市
長
提
出
の
二
十
八
議
案
す
べ
て
が
可
決
さ
れ
、
議
員
提
出

の
六
議
案
中
二
件
が
可
決
、
請
願
二
件
が
不
採
択
に
な
り
ま
し
た
。

　
補
正
予
算
で
は
、
災
害
時
要
援
護
者
避
難
支
援
事
業
と
し
て
個
別
支
援
シ
ス
テ
ム

構
築
委
託
料
や
、
放
射
線
測
定
器
の
購
入
費
及
び
学
校
給
食
食
材
の
放
射
能
検
査
手

数
料
が
計
上
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
大
井
清
掃
セ
ン
タ
ー
を
廃
止
す
る
条
例
改
正
な

ど
条
例
案
三
件
が
審
議
さ
れ
た
ほ
か
、
大
井
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
や
社
会
体
育
施
設

な
ど
の
指
定
管
理
者
五
団
体
が
指
定
さ
れ
ま
し
た
。

野
沢
裕
司
副
議
長
が
、
昨
年
十
一
月
三
十
日
ご
逝

去
さ
れ
ま
し
た
。
故
野
沢
副
議
長
は
、
平
成
十
一

年
に
初
当
選
以
来
、
四
期
に
わ
た
り
市
政
の
発
展

に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

こ
こ
に
、
心
か
ら
ご
冥
福
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。


